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ECモールにおける店舗単位での商品掲示の有効性 
 

高橋朔†1	 大河原一輝†2	 牟田将史†3	 益子宗†3	 星野准一†2 
 

概要：Eコマース上には大量のアパレル商品が存在する．従来の Eコマースでは，好みのアパレル商品を見つけるた
めに，クエリ検索やカテゴリ検索を利用する必要がある．しかし，クエリやカテゴリによって検索された商品群はあ
る基準で検索されてはいるが，ユーザの好みを表現できているとは限らない．本稿では，ユーザの好みの商品群を掲

示するための手段として，店舗単位に商品掲示を行うインターフェースを作成した．評価実験では，店舗単位の商品

掲示の有無で，商品のお気に入り率がどのように異なるか調査した．その結果，店舗単位の商品掲示を行うことによ
り，商品のお気に入り率が向上することが示された. 
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Efficiency of displaying merchandise grouped by its shop on EC mall 
 

HAJIME TAKAHASHI†1	 KAZUKI OOKAWARA†2	 MASAFUMI MUTA†3	
SOH MASUKO†3	 JUNICHI HOSHINO†2 

 
Abstract: There are many merchandise of clothing on e-commerce sites. Usually we search merchandise by keywords or 
selecting categories on e-commerce sites, but all merchandise found in such a way is not interesting for users. In this paper, we 
propose a merchandise-search interface which displays merchandise grouped by its shop so that users can find favorite 
merchandise easily. To evaluate this interface, we investigated how “favorite rate” changes by grouping merchandise. As a result, 
it turned out that displaying merchandise grouped by its shop raises “favorite rate”. 
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1. はじめに     

オンランショッピング（E-Commerce；EC）の市場は年々

拡大傾向にあり, 2012 年度における日本の EC 普及率は

44.6%まで増加した[1]. その中でも, 複数の小売店舗と連

携することで運営を行う EC モールの利用率は 52.1%であ

り, EC利用者の過半数の需要を占めている[2]. ECモールに

おけるアパレル商品は支出額が非常に大きく, 高い需要を

持っている[2].  

	 EC モールにおける小売店舗は, 対象顧客の性別・年齢

層・嗜好テイストなどを考慮して商品を選定しており, そ

の品揃えは店舗ごとで異なる特徴が現れる. しかし, 従来

の EC モールでは, 商品探索をするためにクエリ・カテゴ

リ検索を利用する必要がある. クエリ・カテゴリ検索では, 

特定のキーワードを基準として商品群を検索することはで

きるが, その商品群が嗜好を表現できているとは限らない. 

また, ユーザの嗜好は非常に複雑であると考えられるため, 

クエリとして表現することが困難である.  

	 ユーザの嗜好商品の探索を支援するためには, ECモール
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上の膨大な商品をユーザの嗜好でカテゴリ化でき, ユーザ

の嗜好商品群を掲示できることが望ましいと考えられる. 

対象顧客が想定された店舗の商品群は, 特定ユーザの嗜好

を表現できていると考えられ, 店舗単位での商品掲示はユ

ーザの嗜好商品判断を容易にできることが期待できる.  

	 本稿では, 店舗単位での商品掲示がユーザの嗜好商品探

索を促すことが可能であるか検討を行うため, 店舗の商品

をカテゴリ化して掲示を行うインターフェースを作成した. 

本インターフェースでは, 店舗の商品をカテゴリ化して表

示するにより店舗の特徴把握を容易にし, 興味のある商品

群の発見を促す.  

	 評価実験では, 店舗単位での商品掲示の有効性を確認す

るため, 本インターフェース（以降, 店舗商品掲示インタ

ーフェース）と従来 EC モールを模した商品検索インター

フェース（以降, 従来模倣インターフェース）の比較実験

を行った. その結果, 店舗商品掲示インターフェースにお

いてユーザの嗜好商品の発見性の向上が確認され, 店舗単

位の商品掲示の有効性が示された. 

2. 関連研究 

	 検索結果をカテゴリ化して提示するという研究は Web

の検索エンジンにおいてもなされている. Jonathan Roberts

ら 3)は検索エンジンにおける検索結果をページのホストご

とに分類してユーザに提示した. 小林ら 4)はその分類をペ 
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ージの内容ごとで行った. 本稿ではWebの検索エンジンで

はなく ECモールでの検索システムを対象とする. 

	 また, ECサイトにおける商品探索の効率化を図る研究と

して商品推薦を行うものが存在する. 岩田ら 5)は購買履歴

を用いた協調フィルタリングによって関連商品の推薦を行

った. 石野ら 6)はアクセスログによる協調フィルタリング

によって関連商品の推薦を行った. しかしこれらの研究で

推薦できる商品の多様性は限られてしまい, 関連付けられ 

ていない商品はユーザに提示することができない. 

	 大河原ら 7)は本稿と同様に店舗情報に着目し, 店舗情報

を可視化しそれらをユーザに回遊させることで幅広い商品

への気づきを支援した. この研究では店舗情報の回遊に着

目している. しかし商品情報の掲示は十分でなく, 商品へ

の気づきの支援まではできていない.  

	 本稿では ECモールにおける商品検索システムにおいて, 

検索結果の多様性を損なうことなく嗜好商品への気づきを

支援する商品掲示方として, 店舗単位での商品掲示を提案

する. 

3. 店舗商品掲示インターフェース 

3.1 狙いとコンセプト 

	 本稿では EC モールに焦点をあてており, そのねらいは

曖昧な嗜好に対する商品検索時にユーザが店舗の情報を把

握しやすい検索インターフェースを提案し, ユーザが嗜好

商品を見つけるという点でこのインターフェースの有効性

を示すことである. ただし本稿は新たな EC モールの形態

を提案するものではないため, 店舗商品掲示インターフェ

ースでの商品検索方法は従来のものと同様のままに, 検索

結果の提示方法を改善することでこれを実現する.  

	 検索結果に店舗の特徴を反映させる手段として, 検索結

果の商品リストを店舗でカテゴリ化するというものが挙げ

られる. これによってユーザが店舗の特徴を把握する様子

を図 1に示した. 図 1における左側の UIは従来 UIのイメ

ージ図であり, 様々な商品がリスト状に並んでいる. それ

を店舗ごとに横一列に商品を並べカテゴリ化を適用したの

が図 1 における右の図であり, これは店舗商品掲示インタ

ーフェースのイメージ図となる. この右の図では横の列ご

とに商品写真の特徴が「落ち着きがある」「奇抜」「可愛ら

しい」のように異なることがわかり, これによりユーザは

嗜好に合う商品群を見つけやすくなる. こういった品揃え

に関する点以外にも価格帯などの特徴も反映されると考え

られ, ユーザはそれらによる店舗の特徴を考慮して商品を

探すことができる. 

3.2 要件の整理 
(i) 検索機能に関する要件 

本稿では店舗単位の商品掲示の有効性を示すため, その他

の機能は従来の ECモールと同一のものにする必要がある. 

そこで商品検索機能は従来 ECモールにおけるものを模倣

図 1	 カテゴリ化による特徴の把握 8) 

 

図 2	 iOS版 iTunes Store 10)における,  

横スクロールが可能な横並びアイテムの UI 

 

することとした. その上で必要な具体的な機能は, クエリ

検索機能・カテゴリ選択機能・ページネーション機能[a]の

3つである.  

(ii) 操作性に関する要件 
店舗商品掲示インターフェースを利用する上で, 操作する

のに複雑な手順が必要とされるとユーザはこれを使いたく

ないと感じ, 商品の発見性が低下する可能性がある. その

ため, 基本的にインターフェースのパーツはよく使われて

いるサービスのものを参考にすることとする. 例えばメイ

ンとなる画面は, 「楽天市場」を参考にし, 画面上部に検

索バーがあり, その下にメインとなる検索結果画面, さら

に検索結果画面の左端には, ジャンルを選択するサイドバ

ーがあるというパーツ構成になっている. また, 店舗での

カテゴリ化を適用した際の検索結果画面は, 店舗名の表示

のすぐ下に横一列にその店舗の商品が並ぶようなパーツが, 

店舗ごとに縦に並んで配置されるようなものとなっている. 

横に並んだ商品列は横スクロールが可能になっており, こ

れは主にスマートフォンアプリでよく用いられるパターン

のうちの一つである. 例えば iOSで利用可能なApp Store 9), 

iTunes Store 10)といったアプリケーションで似たような横

スクロールが可能となっており（図 2）, 店舗商品掲示イ

ンターフェースはこれらのアプリケーションなどを参考に

している. 

3.3 操作方法 
	 店舗商品掲示インターフェースの画面は図 3のようにな

っており, ユーザにはキーワードを入力して商品を検索す 

                                                                    
a 検索結果を複数のページに分割し, そのページへのリンクを並べてアク
セスしやすくするような機能. 
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図 3	 店舗商品掲示インターフェースの操作画面 

 

 
図 4	 商品の詳細画面 

 

 
図 5	 システム構成図 

 

るか, あるいはサイドバーにおけるジャンルを選択するこ

とで商品を絞り込み, 嗜好商品を探してもらう. 検索結果

における, 1つ 1つの商品パネルはクリックできるようにな

っており, クリックすると図 4 の画面が表示される. この

画面より, 商品をお気に入りに登録することが可能になっ

ている. 

 

(a) 店舗商品掲示インターフェース 

 

図 6	 検索画面の比較 

 

3.4 構成および実装 
	 店舗商品掲示インターフェースの構成を図 5に示す. 店 

舗商品掲示インターフェースは, ユーザの検索キーワード

及び選択したジャンルで構成される検索クエリを受け取る. 

それを元に, 商品検索 API に検索リクエストを投げ, その

レスポンスより検索結果画面が表示されるというものにな

っている.また, このインターフェースは Web アプリケー

ションとして実装した. 

4. 評価実験 

	 店舗商品掲示インターフェースの有効性を確認するため

に評価実験を行った. 店舗商品掲示インターフェースの他

に従来模倣インターフェースを用意した. 実装されている

商品検索機能は店舗商品掲示インターフェースと同様であ

り, 商品掲示方法のみが異なる. それらの画面の比較は図

6の通りである. 

	 また, 3.4節で述べたインターフェースの構成における商

品検索APIは, 本実験では楽天商品検索API 11)を利用した. 

4.1 実験内容 

	 実験は, 18-24歳の男女 4名ずつの計 8名に対し,  2つの

インターフェースの比較実験を行った. 「着たいと思う商

品を探す」というタスクのもと, インターフェースは 15分
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ずつ操作してもらった. 気に入った商品があればお気に入

りボタンを押してもらうように指示をした. 各インターフ

ェースで操作したのち, インターフェースに関するアンケ

ートに回答してもらった. また, インターフェースの操作

の順の影響を考慮し, 利用するインターフェースの順はユ

ーザ毎にランダムに決定した.  

	 アンケート内容は表 1に示す.	  

4.2 評価指標 
	 各インターフェースにおける嗜好商品の発見性を評価す

るため, (1)式で表されるお気に入り率を指標として用いた. 

 

�
���� =�
�����	

�����	

 
 

(1) 

閲覧した商品数及びお気に入り商品数は以下の値を指す. 

(i) 閲覧した商品数 
これは検索画面にて表示された商品ではなく, 詳細画面を

開くまでに至った商品の数を示す. 

(ii) お気に入り商品数 

商品の詳細画面を開き, さらにその画面からお気に入りに

追加した商品の数を示す. 

5. 実験結果 

5.1 アンケート結果 
	 4.3 節における手順 3, 4 でのアンケートに対する回答の

集計結果を図 7 に示す. グラフにおける縦軸は 5 段階評価

の数値を表し, エラーバーは標準偏差を表している. 

	 Q1の回答について両側 t検定を行ったところ, P値は 0.44 

( p > 0.05 )であり, 有意差は見られなかった. 

	 Q2の回答については 4項目の重視度について, それぞれ

の項目で両側 t検定を行った. P値は価格・店舗・商品写真・

レビューの順で 1, 0.55, 0.35, 0.51 ( p > 0.05 ) であった. よ

ってどの項目にも有意差は見られなかった. 

	 Q3では, 「店舗ごとに商品を見られるのが良いと思う」, 

「検索した商品が店舗ごとに出てきた点で普段使っている

サイトよりも使いやすかった」, 「店舗分けで表示するこ

とで商品写真がやや見やすくなった. 同じ店舗の商品であ

れば, ある程度デザインが似た傾向の商品が多く, 商品の

写し方（角度や個数など）が同じことが多いため, 写真が

うまくグループ分けされたようになっているのかもしれな

い」という回答が得られた. 

5.2 お気に入り率に関する実験結果 

	 実験結果におけるお気に入り率に関するグラフを図 8に

示す. グラフの縦軸は発見率を表している. 

	 店舗商品掲示インターフェースにおけるお気に入り率及

び従来模倣システムにおけるお気に入り率について 2標本

の両側 t検定を行った. その P値は 0.02 ( p < 0.05 ) であっ

たため, これらの発見率には有意差が存在することが分か 

表 1	 アンケート内容 

 

 

 

 

図 7	 アンケート結果 
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る. またお気に入り率については店舗商品掲示インターフ

ェースにおいてより高い値を示している. 

6. 考察 

6.1 店舗商品掲示インターフェースの妥当性 

	 アンケートにおける Q1 の回答の平均値は 3 に近い値に

なっており, 店舗商品掲示インターフェースは従来の EC 

モールに比べてユーザビリティが損なわれていないと言え

る. さらに本稿では実験用に従来模倣インターフェースも

用意したが, これについても同様にユーザビリティを損な

うものではないと言える. したがってこれらのインターフ

ェースは従来の EC モールと同様の機能が十分に表現でき

ていたと考えられる. 

	 また Q3 の回答結果より, 従来の商品掲示法と比べてユ

ーザに店舗の情報をより強く意識させるといった効果は示

されないことが分かった. しかし, 同時に従来の商品掲示

法と同等に商品情報を提示することができていると言え

る. 

6.2 商品の発見性 

	 お気に入り率の測定結果から, 店舗単位の商品掲示を行

った方が嗜好に合う商品を発見しやすいことが示された. 

今回の実験で比較を行ったインターフェースは, 商品掲示

方法のみ異なる条件となるようにしたため, 「店舗単位の

商品掲示」にお気に入りの商品の発見を促す効果があった

と考えられる. これの理由としては, 店舗でカテゴリ化し

た商品群が特定ユーザの嗜好を表現できており, ユーザは

そのような商品群という単位で情報を取捨選択できたため, 

商品の発見性が向上したというものが考えられる. 

	 また, アンケートにおける Q3では「検索した商品が店舗

ごとに出てきた点で普段使っているサイトよりも使いやす

かった」という意見が得られた. これは店舗商品掲示イン

ターフェースにおける商品群の特徴がユーザに伝わってい

たことを示唆している.  

7. まとめと今後の課題 

	 本稿では, ECモールにおけるユーザの嗜好商品探索を支

援するため, 店舗の特徴把握の重要性に着目した「店舗単

位での商品掲示法」を提案した. 本掲示法により, ユーザ

は店舗ごとの特徴品揃えや価格帯などの特徴をカテゴリ化

して把握することができ, 嗜好に合う商品の情報を容易に

取捨選択することが可能である.  

	 評価実験では, 店舗商品掲示インターフェースと従来模

倣インターフェースの比較実験を行った. それぞれのシス

テムにおけるお気に入り商品の発見率を比較した結果, 店

舗商品掲示インターフェースの方が高い発見率となること

が示された. 店舗商品をカテゴリ化して表示することによ

り, ユーザの嗜好商品の発見を促せることが確認された.  

	

 

図 8	 お気に入り率のグラフ 

 

今後は, 店舗以外のカテゴリ化との比較実験や, 商品掲示

法を変更した場合との比較実験を行い, 店舗商品掲示のよ

り詳細な有効性を明らかにしていきたい. 
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